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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２９日 

件   名  東京女子医科大学附属足立医療センターの広報について 

所管部課名  衛生部衛生管理課 

内   容 

区の重要施策である東京女子医科大学附属足立医療センターの開院につ

いて、以下の内容で区民に対し周知を行っていく。 

 

１ 広報媒体 

（１）あだち広報 

掲載号 内容（予定） 

７月１０日号【済】 工事竣工、開院は 1月 1日 

１２月２５日号 まもなく開院、受診には紹介状が必要 

（２）区ホームページ、ＳＮＳ（Twitter、Facebook） 

（３）掲示物（P3 別紙１のとおり） 

 

２ 掲示時期 

  令和３年１２月１日から令和４年３月３１日まで 

 

３ 予算措置 

  幕・ポスター等の掲示物作成にかかる経費を９月補正予算で計上した。 

 

問 題 点 

今後の方針 

今後も区内医療機関との連携を図るため、東京女子医科大学東医療セン

ター整備及び運営等協議会において協議を重ねていく。 
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●区が作成するもの

数量 サイズ（横×縦）

懸垂幕
足立区役所

本庁舎前ロータリー
本庁舎前ロータリー
ポール

1 900×4,700ｍｍ

横断幕 足立区役所　アトリウム
２階、アトリウム手すり
部

1 6,000×900ｍｍ

区施設 - 500 Ａ２（たて）

北綾瀬駅、綾瀬駅 改札付近 Ａ３（たて）

江北地区まちづくり連絡会
会長あて

- Ａ３（たて）

デジタル
サイネージ

各所 - - -

（参考）東京都交通局との協定の範囲内

数量 サイズ（横×縦）

駅名シート 江北駅 ホームドア上 1 2,150×2,900ｍｍ

ステッカー 江北駅 ホームドア横 20 300×800ｍｍ

大型ボード 日暮里駅 改札外、改札付近 1 2,150×2,900ｍｍ

西日暮里駅 改札内 1 Ｂ１（たて）

見沼代親水公園駅 改札内 1 Ｂ１（たて）

車内放送 日暮里舎人ライナー各駅 車内 - - R4.6月～

ポスター

ポスター

R3.12月～

R4.1月～

掲出物 掲出期間（予定）設置場所 設置箇所

東京女子医科大学附属足立医療センター移転に伴う広報物一覧

100

規格

R3.12月1日～
R4.3月31日

掲出物 掲出期間（予定）設置場所 設置箇所
規格

別紙１
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２９日 

件 名 
平成３０年度大腸がん検診誤転記事故調査委員会答申を受けての今後の

方針等について 

所管部課名 衛生部データヘルス推進課 

内 容 

令和３年７月１２日（月）に答申を受け、今後の大腸がん検診について

の方針及び提言を受けての対応を報告する。 

１ 経過 

２ 誤転記事故の流れ 

３ 区の方針 

（１）検体検査結果を転記せず、受診者に直接検査結果書を渡す方法に

変更することを医師会と協議する。

その他の方針については、P6 別紙２を参照 

日付 内容 

令和元年 10月 24日 平成 30 年度大腸がん検診要精検者のうち

精密検査の結果を把握できない区民に精

密検査勧奨通知を発送 

令和元年 10月 25日 区民より「医師から陰性の結果を受け取

っている」旨の電話連絡を受ける。 

令和元年 10月 31日 60医療機関 107名の誤転記が判明 

（11/27確定値 61医療機関 111名） 

令和元年 11月 1日 公表 

令和元年 12月 18日 足立区検診業務調査委員会の設置 

（令和 3年 6月 30日まで全 7回開催） 

令和 2年 3月 31日 中間報告書 

令和 3年 7月 12日 最終報告書 別添資料 1 

医療機関 

区民 

区 

検査会社 

①検体を提出

②検体を提出

③「＋(陽性)」

④「－(陰性)」

③「＋(陽性)」

⑤陽性かつ精検未把握者

4,000人に精検勧奨

⑥結果が違うと通報あり

転記誤り(紙) 
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４ 再発防止に向けた提言を受けての区の対応について 

（１）がん検診に関する情報について、医師会と情報共有を密にしてい

く。 

（２）検診水準及び意識向上を目的とした、医師会会員向けの研修会を

開催する。 

（３）検診結果を転記せずに受診者に通知する方法について、医師会と

協議する。 

（４）精密検査の費用負担について、医師会と協議する。 

 

５ 医師会への報告 

９月 ７日（火） 医師会大腸がん検診調査委員会へ報告 

９月１４日（火） 医師会理事会 

 

問 題 点 

今後の方針 
厚生委員会終了後、最終報告書及び今後の区の方針について公表する。 
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大腸がん検診誤転記事故に係る調査委員会調査報告書の 

再発防止に向けた提言を受けての今後の区の対応方針について 

 

 

 

１ 足立区への提言 

（１）検査会社の選定及び検診に関する情報の早期提供に関する提言 

検査会社の選定や検診に関する情報は、早めに医師会に連絡し、医師会を通じ実

施医療機関から意見聴取を行うなど、連携を密にし、情報共有を実施すべきである。 

 

 

令和元年度から医師会が検査会社と直接契約している。 

検診事業等打合せ会議（月１回）で情報共有を実施している。 

 

 

（２）検診結果の取扱いに関する提言 

受診票データへの記録は、医師の診断結果と客観的データである検体の検査結果

を区別して記録すべきである。 

 

 

システム対応済み(令和 3年 8月) 

 

（３）バックアップ体制の構築に関する提言 

人為的ミスに備え、検査結果報告書の写しと受診票の突合作業を行う等、事故防

止に向けた体制を構築すること。 

 

 

システム対応済み(令和 2年 4月) 

 

２ 医師会に対する提言 

（１）区との情報共有及び適切な実施体制に関する提言 

検診業務受託者として、区と緊密な情報交換を行い、自ら積極的に各実施医療機

関の実施体制を把握し、適切な体制が構築されているか確認、検証、改善案の提案

を行っていくべきである。 

 

 

検診事業等打合せ会議等を通じて医師会へ依頼する 

 

 

 

 

区の対応方針 

区の対応方針 

区の対応方針 

区の対応方針 

別紙２ 
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（２）検診水準及び意識の向上に関する提言 

検診水準及び意識の向上を目的とした検診業務に関する研修会の実施や検診手 

順書の作成などにより、各実施医療機関に還元することが望ましい。 

 

 

医師会会員向けの検診業務に関する研修会の実施を医師会と検討

する。 

 

３ 実施医療機関に対する提言 

（１）リスク要因の早期の認識及び分析に関する提言 

転記作業を含む各作業が有するリスク要因を早期に認知し分析していくことが 

不可欠である。 

 

 

医師会を通じて実施医療機関へ依頼する。 

 

（２）類似した事故の再発防止に向けた提言 

転記者ではない者のチェックや「陽性」部分に印をつけるという対策が有効であ

る。また、検査結果説明時に検査結果報告書を受診者に提示または本人に交付する

ことも有益である。 

 

 

検査結果報告書を受診者に提示または交付する方法を医師会ととも

に検討する。 

 

 

区の対応方針 

区の対応方針 

区の対応方針 
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２９日 

件 名 足立区における新型コロナウイルス感染症発生状況について 

所管部課名 衛生部足立保健所感染症対策課 

内 容 

１ 区内感染状況の概要 

（１）区内におけるＰＣＲ検査件数と陽性率の推移

図１のとおり、第４波以降、一時３％台まで減少したＰＣＲ検査

数に占める陽性率は、市中のデルタ型（いわゆるインド型）の変異 

株流行の影響から、一時２０％程度まで上昇したが、現在は９％程 

度にまで減少が見られる。 

（図１）区内におけるＰＣＲ検査件数と陽性率の推移（9/17午前 9時） 

（２）区内における感染者数の推移及び最近の傾向

ア P11 別紙３のとおり、デルタ株流行等の影響により、令和３年７

月以降、区においても１日最大で３２９人、１週間で１，６６４人

の感染者が発生した。９月１７日現在では１週間あたり５００人程

度で、ピーク時の３分の１まで減少している。しかし、いまだ第３

波のピーク時程度の水準であり、予断を許さない状況である。 

第３波 

第４波 

第５波 

8



イ 区内陽性者の年代別の傾向については、全体の約８０％は４０代

以下が占めており、その内半分以上が２０代以下となっている。ま

た、感染経路については、７月の時点では、２０代、３０代の会食

やレジャーに起因した感染が目立っていたが、現在のところ感染経

路が特定できないケースが半数となっており、感染経路が特定され

ているものの中では、家庭内感染が多くなっている。 

（３）１週間毎の人口１０万人あたりの新規陽性者数 

都内全域におけるデルタ株の急速な拡大の影響から、図２のとおり、

急速に新規陽性者が発生したが、現在、新規陽性者の発生は減少に転

じている。 

 

（図２）１週間毎の人口１０万人あたりの新規陽性者数（9/17午前 9時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ クラスター発生状況（９月１７日 午前９時現在） 

令和２年７月以降、区内で発生したクラスターの総数は８０件、そ

の陽性者の総数は１，１９０名で、全体の約６．７％となっている。 

なお、令和３年８月１８日以降に発生した施設のみ記載する。 

 

（１）医療機関 

・ 「医療法人社団民政会 愛里病院（足立区千住東）」 

9月 3日プレス発表（感染者数 17名） 

・ 「社会医療法人社団慈生会 等潤病院（足立区一ツ家）」 

9月 7日プレス発表（感染者数 8名） 

 

 

第３波 

第４波 

第５波 
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（２）高齢者施設 

・ 「有料老人ホーム ハートランド足立（足立区堀之内）」 

8月 31日プレス発表（感染者数 21名） 

・ 「白十商事有限会社 第７シルバータウン（足立区鹿浜）」 

9月 7日プレス発表（感染者数 10名） 

 

（３）障がい者施設 

・ 「花畑共同作業所（足立区東六月町）」 

8月 27日プレス発表（感染者数 5名） 

 

（４）保育施設 

・ 「西伊興ほがらか学童保育室（足立区伊興）」 

8月 27日プレス発表（感染者数 5名） 

・ 「東綾瀬きらきら保育園（足立区東綾瀬）」 

9月 9日プレス発表（感染者数 8名） 

 

問 題 点 

今後の方針 

今後も引き続き区内における感染拡大を防止するため、相談・検査等の

体制を確保するとともに、患者が円滑に医療機関を受診し、療養できる体

制を構築していく。 
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区内感染者数の推移、累計及びクラスター発生状況（9 月 17 日 午前 9 時現在） 

【業種別発生件数、及び陽性者数】 

接待を伴う飲食店  ４件  ５２名 

医療機関 １６件 ４０２名 

高齢者施設 ２６件 ４０９名 

障がい者施設 １１件  ７７名 

保育施設 １６件 １５５名 

中学校 １件  １０名 

区施設 １件 ７名 

その他 ５件  ７８名 

第１波 

第２波 

第３波 
第４波 

第５波 

別紙３ 
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厚 生 委 員 会 報 告 資 料 

令和３年９月２９日 

件 名 新型コロナウイルスワクチン接種事業の進捗状況について 

所管部課名 
新型コロナウイルスワクチン接種担当部 

新型コロナウイルスワクチン接種担当課 

内 容 

新型コロナウイルスワクチン接種の進捗状況等につき、以下、報告する。 

１ 接種状況について 

（１）年齢層別 接種率・接種人数（９月１７日午前９時現在）

年齢層 対象人数 １回目接種人数 ２回目接種人数 

65以上 171,345 153,863 149,659 

60-64 35,871 28,766 25,919 

50代 102,586 72,345 55,178 

40代 105,141 65,018 39,933 

30代 85,639 42,108 21,398 

20代 85,628 36,717 20,578 

10代（12歳以上） 44,495 20,284 9,767 

総計 630,705 419,101 322,432 

単位：人 

全体の約 50％が 

2回目の接種を完了 
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２ 今後の接種計画について 

（１）ワクチンの供給状況について 

   ８月下旬に、東京都からワクチン供給量が改めて示され、１０月中旬

までに区民の約７６％が接種できる量のワクチンが供給される見込みと

なった。この追加供給により、区や足立区医師会が実施する集団・個別

接種と、国や都が行う大規模接種、職場などで行う職域接種を合わせる

と、区民の約８０％が接種できることとなった。 

 

（２）医療機関による個別接種の再開について 

ワクチンが追加供給される見込みが立ったことから、８月２７日以降、

準備が整った医療機関から順次、個別接種を再開した。９月１７日時点

で計１８医療機関が区の予約システムを活用し、個別接種を再開してい

る。 

 

（３）小児に対するワクチン接種の加速化について 

７月に小児に対するワクチンを区が確保し、区内小児医療機関にて接

種を開始したが、かかりつけ患者の小児を中心に一定の接種が進んでい

る一方、かかりつけ医のいない小児の接種予約が取りにくい状況となっ

た。そのため、小児に対するワクチン接種を９月、１０月に加速するこ

とを目的に、保護者への丁寧な説明を行うための事務経費を医療機関に

対して支出する。 

  ア 支出する経費 

    １回あたり１，１００円（税込み） 

  イ 経費支出の条件 

    ・区ホームページに小児接種予約を受け付けていることを公表する。 

    ・小児の健康状態を確認したうえ、保護者に対して、ワクチン接種

に関する丁寧な説明を行うこと。 

  ウ 経費支出対象期間 

    令和３年９月１日から令和３年１０月３１日まで 

 

（４）妊婦に対するワクチン優先接種について 

これから出産を控える妊婦の方々に対し、新型コロナウイルスワクチ

ン接種の優先枠を確保し、優先接種を実施する。また、パートナーの方

も接種することを可とした。 

ア 優先接種予約期間 

    ９月９日（木）～９月１２日（日） 

イ 優先接種日 

    １回目接種  ９月２０日（月・祝日）、２１日（火） 

    ２回目接種 １０月２５日（月）   、２６日（火） 
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  ウ 接種会場および接種対象ワクチン 

    区役所庁舎ホール（モデルナ社製ワクチン） 

  エ 予約件数 

    妊婦の方 ３２人 パートナーの方 １０人 

 

（５）１６歳から３０歳代を中心とした予約不要のワクチン接種について 

区内に住所がある２０代から３０代の接種率が、東京都全体と比べて

１０ポイント程度低くなっていることから、足立区民限定で１６歳から

３０歳代を中心としたワクチン接種を実施する。 

ア 接種日（１回目） 

    ９月２０日（月・祝日）～１０月３日（日） 

    ※ ただし、９月２２日（水）は休み 

イ 接種時間 

    午前９時～午後８時（午後６時までの予定であったが２時間延長） 

    ※ ただし、９月２１日（火）のみ午前１１時～午後８時 

      受付時間は午後７時３０分まで 

  ウ 接種会場および接種対象ワクチン 

    区役所庁舎ホール（モデルナ社製ワクチン） 

  エ 接種枠数 

    約８，０００人分 

  オ その他 

    ２回目の接種予約は、1 回目の接種の翌々日以降に「足立区コロナ

ワクチン予約システム」からご自身で予約していただく。 

 

問 題 点 

今後の方針 

集団接種と個別接種を並行して実施し、１１月のできる限り早い時期まで

に希望する区民の方が２回分の接種を終えることができるよう、接種事業を

加速させていく。 

また、ワクチンの３回目接種に関する情報等、国から発信される情報を注

視していく。  
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